
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
米
國
教
育
使
節
團
勸
告
を
基
調
と
せ
る
「
國
語
改
革
」
は
「
現
代
か
な
づ
か
い
］
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及
び
「
當
用
漢
字
」
の
内
閣
告
示
と
し
て
發
進
す
。
爾
來
今
日
ま
で
七
十
三
年
の
間
、
樣
々
の
缺
陷
、
特

に
僅
々
十
三
日
前
に
發
效
せ
る
日
本
國
憲
法
正
本
の
表
記
に
從
は
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
同
第
二
十
一
條
保

證
の
表
現
の
自
由
に
さ
へ
制
限
の
及
ぶ
に
至
ら
む
と
す
。
世
に
理
あ
り
と
雖
も
用
ゐ
ら
れ
ざ
る
は
常
の
事

な
れ
ど
、
指
摘
、
批
判
の
聲
最
近
殆
ど
な
き
は
異
常
に
あ
ら
ず
や
。
以
下
に
我
が
思
考
の
一
端
を
紹
介
せ

む
。十

八
～
十
九
世
紀
に
か
け
て
自
然
科
學
の
發
展
は
人
類
史
上
例
を
見
ざ
る
快
擧
と
言
ふ
べ
く
、
そ
の
普

遍
的
成
果
は
人
間
の
思
考
に
多
大
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
り
。
即
ち
普
遍
的
結
論
を
こ
そ
追
求
す
べ
け
れ
と

て
、「
科
學
的
」の
一
句
特
に
尊
重
せ
ら
る
。
然
る
に
こ
の
語
の
示
す
苛
烈
な
る
要
求
は
最
初
の
前
提
よ
り

發
し
て
論
理
的
に
辿
り
著
き
た
る
結
論
に
、
一
つ
な
り
と
も
矛
楯
す
る
事
實
あ
ら
ば
、
そ
の
前
提
は
即
無

效
と
す
。
然
れ
ば
事
人
文
に
關
す
る
考
察
に
は
、
全
人
類
に
共
通
の
前
提
を
求
む
る
を
要
し
、
こ
の
探
求

の
結
果
人
類
の
あ
る
べ
き
姿
を
均
一
化
せ
む
と
す
る
地
球
一
極
主
義
の
誕
生
を
見
る
。
そ
の
最
初
の
成
功

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム

は
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
し
て
、
明
治
二
十
九
年

歐
州
、
南
北
米
州
、
ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
、
オ
セ
ア

1896

ニ
ア
の
五
大
陸
連
帶
を
謳
ひ
、
竸
技
は
共
通
の
規
約
の
許
に
行
ひ
て
大
い
な
る
成
果
を
得
た
り
。

ル
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ル

こ
の
成
功
を
契
機
と
し
て
最
終
的
に
世
界
統
一
を
目
指
す
地
球
一
極
主
義
へ
の
關
心
高
ま
り
、
其
の
一

つ
と
て
、
世
界
人
類
共
通
の
言
語
を
用
ゐ
ば
完
全
な
る
意
思
疏
通
實
現
し
、
世
界
に
平
和
訪
る
べ
し
の
論

起
る
。
こ
れ
に
觸
發
せ
ら
れ
た
る
に
や
、
我
が
國
文
部
省
は
早
く
も
明
治
三
十
五
年

國
語
調
査
委
員
會
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を
設
置
し
、
そ
の
調
査
目
的
四
項
目
の
第
一
に
「
文
字
は
音
韻
文
字
を
採
用
す
る
こ
と
ゝ
し
、
假
名
羅
馬

フ
ォ
ノ
グ
ラ
ム

字
等
の
得
失
を
調
査
す
る
」
と
明
記
し
、
既
に
漢
字
廢
止
は
決
定
濟
の
國
策
と
し
て
戰
後
の
國
語
改
革
に

引
繼
が
れ
け
り
。
特
に
敗
戰
に
よ
る
我
が
國
固
有
文
化
否
定
の
潮
流
も
勢
を
増
し
、
特
に
日
本
語
は
敗
戰

國
の
言
語
な
れ
ば
、
世
界
語
の
候
補
た
り
得
ざ
れ
ば
、
往
時
全
盛
の
米
ソ
孰
れ
か
の
表
記
へ
の
早
期
變
換

可
能
の
道
と
し
て
、
ロ
ー
マ
字
化
容
認
の
潛
在
意
識
定
著
す
。
更
に
茲
數
年
に
亙
る
論
を
聞
く
に
、
英
語

教
育
は
須
く
「
聞
く
、
話
す
、
書
く
、
讀
む
」
の
四
要
素
を
重
點
に
學
ぶ
べ
し
と
て
、
小
學
校
に
於
け
る

英
語
必
修
、
大
學
入
試
に
於
け
る
會
話
能
力
測
定
の
導
入
な
ど
あ
り
。
古
き
佳
き
時
代
の
達
人
を
知
る
實

務
家
、
研
究
者
は
こ
れ
ら
に
首
を
傾
ぐ
る
も
、
一
般
市
民
の
輿
論
は
壓
倒
的
に
贊
成
と
云
々
。

地
球
一
極
主
義
は
前
記
の
如
く
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
地
球
温
暖
化
、
傳
染
病
等
の
問
題
に
世
界
中
が
協
力

す
る
事
に
大
い
な
る
力
を
發
揮
す
る
意
味
に
於
て
極
め
て
有
用
な
る
事
言
ふ
ま
で
も
な
し
と
雖
も
、
過
度

の
均
一
化
を
求
め
な
ば
、
必
ず
破
綻
す
べ
し
。
然
る
に
前
世
紀
末
地
球
一
極
主
義
の
限
界
が
論
議
せ
ら

る
ゝ
中
、
我
が
國
に
於
て
は
所
謂
構
造
改
革
と
て
、
國
語
改
革
の
み
な
ら
ず
、
日
本
的
家
庭
内
教
育
や
勞

使
慣
行
の
廢
止
な
ど
、
米
國
一
流
大
學
に
留
學
せ
る
若
き
俊
秀
達
の
成
果
と
し
て
提
案
實
施
せ
ら
れ
た
る

を
如
何
せ
む
。

我
が
國
文
化
の
歴
史
に
は
、
外
來
文
化
に
對
す
る
多
樣
性
主
張
の
傳
統
あ
り
。
古
來
大
陸
よ
り
多
く
の

文
物
導
入
す
る
も
、
律
令
制
度
の
採
用
に
て
は
必
ず
し
も
漢
土
の
刑
罰
を
選
擇
せ
ず
、
文
字
の
導
入
に
は

一

國
語
政
策
に
見
る
地
球
一
極
主
義
と
傳
統

市
川

浩

い
ち
か
は

ひ
ろ
し



漢
字
假
名
交
り
文
へ
の
獨
立
、
佛
教
傳
來
に
は
神
佛
習
合
な
ど
、
「
和
魂
漢
才
」
を
貴
し
と
し
、
明
治
維

新
の
歐
化
政
策
の
下
に
も
「
和
魂
洋
才
」
を
貫
き
け
り
。
今
日
地
球
一
極
主
義
の
影
響
下
次
第
に
「
洋
魂

洋
才
」
に
傾
く
も
、
幸
ひ
電
網
技
術
の
革
新
的
發
展
あ
り
。
今
こ
そ
「
需
要
の
あ
る
所
、
技
術
開
發
あ
り
」

を
宗
に
國
語
を
中
心
と
す
る
電
網
技
術
を
開
發
す
る
「
和
魂
電
才
」
に
徹
す
べ
き
時
な
れ
。

（
令
和
二
年
一
月
二
十
七
日
受
附
）

二


